























































Aspects	 of	 group-promoting	 and	 group-
maintaining	 behaviors	 and	 the	 relation	 to	
positive	self-	 feeling	among	 junior	high	school	
students




































































































































































































評定１ 評定２ 評定３ 評定４ 評定５ M SD
1_1 相手が気持ちよくなるあいさつを自分から進んでする。 3.0% 6.5% 23.1% 34.9% 32.5% 3.88 1.04
1_2 自分の仕事でなくても、休んでいる人のかわりに係や当番の仕事を自分から進んでする。 4.1% 17.8% 40.2% 26.6% 11.2% 3.23 1.01
1_3 クラスの話し合いで、居心地のよいクラスにするために自分から進んで意見を言う。 10.1% 30.8% 32.5% 20.7% 5.9% 2.82 1.06
1_4 清掃時間が終了するまで、汚れているところを自分から進んで見つけて掃除をする。 3.6% 19.5% 33.7% 26.0% 17.2% 3.34 1.09
1_5 友達が何か失敗しても、馬鹿にしたり笑ったりせず、励ます。 2.4% 10.7% 31.4% 33.7% 21.9% 3.62 1.02
1_6 友達が悪いことをしていたらやめるように言う。 5.3% 17.2% 29.0% 30.2% 18.3% 3.39 1.13
1_7 友達がやることを分からずに困っていたら、知っていることを教えてあげる。 3.0% 5.3% 26.0% 34.9% 30.8% 3.85 1.02
1_8 友達が元気がなかったら、どうしたのか聞いてあげる。 3.0% 6.5% 24.3% 32.0% 34.3% 3.88 1.05
1_9 友達を冷やかしたり、からかったりしない。 1.2% 3.0% 26.6% 45.6% 23.7% 3.88 0.85
1_10 友達の持ち物を隠したり、いたずらをしたりしない。 0.0% 4.7% 11.2% 27.2% 56.8% 4.36 0.86
1_11 パソコンやスマートフォン等を使って、友達の悪口を書き込んだりしない。 0.6% 1.2% 5.9% 11.2% 81.1% 4.71 0.68
1_12 友達が「きらいだ」と言っている人を一緒に無視したりしない。 0.6% 1.8% 7.7% 30.2% 59.8% 4.47 0.76
1_13 教室のゴミ箱以外の所にゴミを捨てたりしない。 0.0% 1.2% 3.6% 14.2% 81.1% 4.75 0.56
1_14 クラスでの当番や役割（日直、給食当番、清掃当番）をさぼったりしない。 0.6% 1.2% 5.3% 17.8% 75.1% 4.66 0.69
1_15 授業等に不要なもの（漫画、スマートフォン、危険な物）を学校に持ってきたりしない。 0.6% 0.0% 2.4% 5.3% 91.7% 4.88 0.48
1_16 決められた時間やチャイムの時間などを破ったりしない。 0.6% 1.2% 8.9% 41.4% 47.9% 4.35 0.74
2_1 自分は、周囲の人の笑顔や喜ぶ姿を見ると嬉しくなる。（関係性） 1.8% 5.3% 17.2% 24.9% 50.9% 4.18 1.01
2_2 自分は、周りの人によい影響を与えられる。（貢献） 5.3% 26.6% 30.8% 20.7% 16.6% 3.17 1.15
2_3 自分は、周りの人から良いところを認められている。（承認） 8.3% 24.9% 30.8% 20.7% 15.4% 3.10 1.18
2_4 自分は、周りの人から頼りにされている。（存在感） 10.7% 30.8% 28.4% 20.1% 10.1% 2.88 1.15


















































1_2 自分の仕事でなくても、休んでいる人のかわりに係や当番の仕事を自分から進んでする。 .72 .01 .15 - .02 .55
1_4 清掃時間が終了するまで、汚れているところを自分から進んで見つけて掃除をする。 .64 .32 .15 .07 .54
1_6 友達が悪いことをしていたらやめるように言う。 .62 .06 .19 .11 .44
1_3 クラスの話し合いで、居心地のよいクラスにするために自分から進んで意見を言う。 .61 - .08 .27 - .04 .46
1_1 相手が気持ちよくなるあいさつを自分から進んでする。 .52 .10 .48 .06 .52
1_15 授業等に不要なもの（漫画、スマートフォン、危険な物）を学校に持ってきたりしない。 - .13 .72 .14 - .03 .55
1_13 教室のゴミ箱以外の所にゴミを捨てたりしない。 .03 .64 .02 .07 .42
1_12 友達が「きらいだ」と言っている人を一緒に無視したりしない。 .07 .59 .20 .28 .47
1_16 決められた時間やチャイムの時間などを破ったりしない。 .04 .50 .06 .40 .41
1_14 クラスでの当番や役割（日直、給食当番、清掃当番）をさぼったりしない。 .12 .49 .05 .13 .27
1_11 パソコンやスマートフォン等を使って、友達の悪口を書き込んだりしない。 .18 .38 .08 .14 .20
1_8 友達が元気がなかったら、どうしたのか聞いてあげる。 .26 .14 .72 - .02 .60
1_7 友達がやることを分からずに困っていたら、知っていることを教えてあげる。 .35 .12 .69 .03 .62
1_5 友達が何か失敗しても、馬鹿にしたり笑ったりせず、励ます。 .21 .19 .52 .32 .45
1_9 友達を冷やかしたり、からかったりしない。 .00 .12 .04 .78 .63
1_10 友達の持ち物を隠したり、いたずらをしたりしない。 .04 .19 .05 .46 .25










































2_3 自分は、周りの人から良いところを認められている。 .88 78
2_2 自分は、周りの人によい影響を与えられる。 .78 .61
2_4 自分は、周りの人から頼りにされている。 .73 .53
2_5 自分は、周りの人に悪いことをせずに生活している。 .53 .28
































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　*** ｐ ＜.001　　† ｐ ＜.10
  Table6　 集団促進・維持行動の各尺度を説明変数、肯定的な自己感





































































1 5 3 11 6
2 6 14 11 2
24 71 12 8
3 22 12 5 0






































3 14 12 14 5
6 16 26 13 2
33 31 31 8
2 9 3 0 0
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